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０．は じ め に

松山大学中国語担当者である孟・増野・呉の３名は，２００６年１月に松山大学

言語文化科目基礎科目１年次配当全クラスを対象として「松山大学中国語履修

者の学習目的語に対する意識についてのアンケート」調査を実施した。本報告

は，その調査の集計結果およびその初歩的分析を主たる内容とする。

１．調 査 概 要

１．１ 調査目的

松山大学の言語文化科目中国語は，基礎科目および上級科目を主たる枠組み

としている。基礎科目は基本として１年次配当であるが，一部２年次配当をも

含み，全て選択必修である。一方，上級科目は２年次配当（２年次以上が履修

可能）であり，基本的には卒業に必要な最低修得単位数の範囲内での選択科目

である。その上級科目は，簡単に言えば，言語の各技能別の種々の科目からなっ

ているが，基礎科目の方は，初習の入門編である（ただし，２年次配当の基礎

科目は，中級に相当する。）。

我々の今回の調査対象は，１年次配当基礎科目中国語のすべてのクラスであ

＊ 今回のアンケート調査に協力して下さった中国語担当者と中国語履修者に感謝の意を表
します。



る。この調査の目的は，主には，履修者が学習目的語である中国語に対して，

また，中国に対していかなる意識をもっているのかを調査し，その結果を踏ま

えて必要な新たな対応をとるためである。このようなことを考えた理由はつぎ

のようなことである。

中国語を履修しようとする新入生はかなり多いものの，我々中国語担当者の

経験に基づく印象としては，その内訳は，おおよそ次のように見えるのである。

すなわち，全体のごく一部は，中国語学習に対する動機付けがかなり明確か

つしっかりとしているが，圧倒的多数は，たとえば，高校までの英語学習で外

国語がすでにいやになっているが，必修で履修しなければならないなら中国語

をというタイプなどが占める。後者に関しては，中国語は漢字を使うし，文法

も簡単であり，先輩たちからの情報では単位が一番取りやすいとか，中国語は

『三国志』の国の言葉でもあるし…などのことどもが，関与しているとも感じ

られる。

松山大学の中国語担当者は，以上のような印象をもちつつ日々授業を行って

おり，どのクラスにおいても，ごく少数の動機付けの明確なものと，その他の

多数者とが混在することによりかもし出される不協和音のなかで，授業運営の

困難を容易に克服できずに推移してきているというのが実情なのである。この

松山大学における中国語の状況と他大学との比較，また，他言語のクラスとの

比較も大きな関心をもっているが，さしあたってはその用意はない。ただし，

あくまでも主観的な印象に過ぎないが，その状況は，例えば韓国・朝鮮語のク

ラスとは恐らくは顕著な相違が存在するものと思っている。この点は，将来の

研究課題としたい。ただし，以上のような「印象」は客観的なものではあり得

ず，問題解決へ向けた検討の資料・根拠とすることは出来ない。

今回の課題は松山大学中国語履修者の学習目的語に対する意識，また，彼ら

の中国語学習の実態などを調査し，中国語教育の今後の施策の参考とする。

以上が，今回の調査の目的である。
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１．２ 調査時期

２００６年１月６日～１月１６日

１．３ 調査方法

アンケートによる。アンケートは，各クラスごとに，授業中（多くは授業の

終わりの時間帯）に担当者が実施した。今回はマークシートは利用しなかった

が，その理由は，手作業の集計を行うことで，回答者の実態と，アンケート各

項目の設定などの諸問題を詳細かつ具体的に把握するためである。

１．４ 調査対象

松山大学基礎科目１年次配当全クラスの男子・女子学生６０４名であるが，回

答者は計４４１名であった。各クラスの履修者数と回答者数は以下の通りである。

中国語２（＝言語文化基礎科目中国語１年次配当後期）

＊クラス番号の後の（ ）内は，学部を示す。済（経済），営（経営），人（人

文），法（法）である。

クラス 履修者総数 １年次生履修者数 再履修者数 回答者総数
１（済） ２０ ２０ ０ １５
２（済） ５０ ３３ １７ ３７
３（済） ４６ ３２ １４ ３３
４（済） ５０ ３２ １８ ２８
５（済） ３９ ３２ ７ ２６
６（営） ２０ ２０ ０ １９
７（営） ５３ ３４ １９ ３９
８（営） ４９ ３２ １７ ３７
９（営） ４８ ３４ １４ ３９
１０（営） ４２ ２９ １３ ２７
１１（人・法） ２０ ２０ ０ １８
１２（人・法） ３２ ３１ １ ２８
１３（人・法） ４８ ３１ １７ ３４
１４（人・法） ４４ ３１ １３ ３２
１５（人・法） ４３ ３２ １１ ２９
総 数 ６０４ ４４３ １６１ ４４１

表１
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１．５ 回収結果

有効回答数（率）：３７６（８５．３％）

無効回答数（率）：６５（１４．７％）

有効回答数は，学部別・男女別・年次別で示すと，グラフ１・２・３のように

なる。

２．調 査 結 果

この調査は１３項目を設定し，アンケートを行った。各項目の調査結果は以

下のとおり。

２．１ 項目１「中国語を勉強する目的は何ですか。」

中国語を勉強する目的について，履修者がどのように考えているかを尋ね

た。結果は以下の通りである（複数回答可）。

項 目 回答者数
１）就職に役立てるため １１１
２）中国の歴史・文化などを理解するため ７９
３）現代中国の文化・芸術などを理解するため ３９
４）異文化交流をするため ８１
５）中国語圏へ旅行するため ５４
６）中国語圏へ留学するため ６
７）単位を取るため ２３９
８）特に目的はない ３３
９）その他＊ ２８

グラフ１ 学部別の有効回答数 グラフ２ 男女別の有効回答数 グラフ３ 年次別の有効回答数

表２
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２．２ 項目２「本当に勉強したい外国語は何ですか。」

松山大学の外国語（言語文化科目）の履修は，履修者が所属する学科の履修

条件や設置科目・開講科目・開講クラス・開講クラス数などの制限があるか

ら，履修したくても履修できないことがあるのが現実である。今回のアンケー

トの場合，基礎科目１年次配当であるので，以上の制限のうち関係するのは，

開講クラス数である。すなわち，各言語の履修希望者数と各当該言語の開講ク

ラス数が対応しない状況がしばしば生ずるのである。なお，人文学部英語英文

学科のみは，言語文化科目の必修派英語以外の言語１つである。

この項目は，履修生に対して，実際に履修している言語とは別に，本当に勉

強したい外国語は何であるかを尋ねるものである。結果は以下の通りである

（複数回答可）。

言 語
各言語順位別回答者数 各言語

延べ人数１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
１）英語 ２４３ ３４ １２ １ １ ２９１
２）ドイツ語 ６ ２０ １４ ３ ３ １ ４７
３）フランス語 ７ １４ １７ ６ １ １ １ ４７
４）中国語 ８１１３６ ２１ １ １ ２４０
５）韓国語（ハングル・朝鮮語） ２９ ２７ ４５ １ ２ １０４
６）スペイン語 ５ ８ ７ １ １ ３ １ ２６
７）ロシア語 ２ ３ ３ ２ ３ １３
８）イタリア語 ４ ９ ９ ２ ２ １ ２７
９）アラビア語 ４ ４ ５ １ １ １ １６
１０）その他＊ ２ １ １ １ ５

＊その他について，延べ１２名が“興味があったから”，“おもしろいから”と回答し，そ
の外にもさまざまな回答があった。たとえば，“三国志の原本が読みたいから”や“便利
そう”，“先輩にすすめられた”，“中国の経済が発展しているから”，“将来中国語が英語の
次に必要そうだから”，“友達に中国人がいるので”などである。

表３

＊「その他」では，“マレー語”や“日本語”との回答が見られた。
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２．３ 項目３「現在実際に勉強している外国語は何ですか。」

履修生に対して実際に勉強している外国語は何であるかを尋ねたものであ

り，問題３．２と比較・分析し，両者にどのような相違があるのかを解明すると

いう意図がある。結果は以下の通りである（複数回答可）。

２．４ 項目４「中国語を勉強して，獲得したい能力は何ですか。」

中国語学習に際し，日本語を母語とする者は漢字圏に属するゆえ，非漢字圏

出身者と比べ，ある程度の漢字力をすでに身につけているという点にも着目し

つつ，彼らが圧倒的多数を占める履修者全体が中国語のどのような能力を獲得

したいと考えているかを尋ねるものである。結果は以下の通りである（複数回

答可）。

言 語 回答者延べ人数
１）英語 ３２２
２）ドイツ語 １
３）フランス語
４）中国語 ３３３
５）韓国語（ハングル・朝鮮語）
６）スペイン語
７）ロシア語
８）イタリア語 １
９）アラビア語
１０）その他＊ １

技 能 回答者数
１）読解 ７８
２）会話 ３２１
３）文章作成 ３３
４）リスニング ８０

表４

＊「その他」の回答者は，どの言語を学習しているかを
記入していない。

表５
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２．５ 項目５「中国語を勉強してみて，最も難しいものは何ですか。」

文法・語彙・発音・リスニングという４技能に分け，最も難しいと思うもの

が何であるかを尋ねるものである。結果は以下の通りである（複数回答）。

２．６ 項目６「２００８年に，北京で第２９回オリンピックが開催される予定で，

２０１０年に，上海で第１０回世界博覧会が開催される予定です。この２つのこ

とから，中国語を学ぶ人がもっと増えていくと思いますか。」

この問題は，中国語履修者が，中国で近い将来に開催が予定されている２つ

の企画が，日本における中国語学習者掘り起こしにどのような影響があると考

え・感じているのかを問うものである。結果は以下の通りである（複数回答不

可）。

２．７ 項目７「もしあなたが留学に行くとすれば，どの留学先を選びますか。」

中国語圏における日本人にとって代表的な留学先を挙げ，どのような場所が

選ばれるかを問うものである，結果は以下の通りである（複数回答）。

技 能 回答者数
１）文法 ２５
２）語彙 ４５
３）発音 ２３９
４）リスニング ９３

項 目 回答者数
１）そう思う １８７
２）そう思わない ５１
３）どちらとも言えない １０９
４）分からない ２６

表６

表７
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２．８ 項目８「卒業後，中国語が通じる地域（中国大陸・香港・台湾・シンガ

ポールなど）で就職のチャンスがあれば，あなたは行きたいですか。」

１９８９年（平成元年）以来，海外在留日本人は増加の一途をたどってきてお

り，「海外在留邦人数統計（外務省 ２００５年）」によると，２００５年１０月１日現

在，全世界に在留する日本人総数は過去最高を更新する９６１，３０７人に達した（対

前年比５．５％増）。在留日本人の最も多い国は，アメリカ合衆国で，次いで中

国となっている。特に中国では大幅に増加（対前年比２８．５％増）している。

中国語圏，たとえば中国大陸・香港・台湾・シンガポールに在留する日本人は

計１３６，７８２人に達した（内訳：中国大陸・香港：９９，１７９人，シンガポール：

２１，４３７人，台湾：１６，１６６人）。

以上の状況を念頭に置きつつ，中国語履修者に対して，海外での就職に対す

る考えを尋ねたものである。結果は以下の通りである（複数回答不可）。

地 域
各地域順位別回答者数 各地域

延べ人数１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
１）西安 ３ ７ ３ ３ ２ １ １９
２）広州 ６ ３ ４ ２ １ ３ １９
３）上海 １６１ ７６ ２２ ３ ２ １ ２６５
４）北京 ６３ ５７ ４１ １２ １ １ １７５
５）香港 ６１ ６３ ４３ １０ ３ １８０
６）台湾 ２８ １５ ２９ １４ ３ １ ９０
７）シンガポール ４５ １７ ２５ ６ ４ １ ９８
８）その他＊ ９ ０ １ ２ １２

項 目 回答者数
１）行きたい ５８
２）行きたくない １４１
３）どちらとも言えない １３５
４）分からない ４２

表８

＊「その他」では，成都・大連・洛陽・長安・イギリス・ヨーロッパなどとい
う回答があった。

表９
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２．９ 項目９「中国語は国際語になる可能性があると思いますか。」

いわゆる「グローバル化」に伴い，国際的なコミュニケーションの場におけ

る中国語使用の可能性を尋ねたものである。結果は以下の通りである（複数回

答不可）。

２．１０ 項目１０「中国（中華人民共和国）に対する印象はどうですか。」

十数年以来，日本人の中国に対する好感度はかなり変化してきたと言われる

が，この項目は現在の履修者の中国に対する印象がどうであるかを尋ねたもの

である。結果は以下の通りである（複数回答不可）。

２．１１．１ 項目１１‐１「中国に関心を持っていますか。」

中国に対して好印象をもっているかどうかに関わらず，中国に関心を持って

いるかどうかを尋ねたものである。結果は以下の通りである（複数回答不可）。

項 目 回答者数
１）可能性が高い １４５
２）可能性が低い １２９
３）可能性がない ２３
４）分からない ７９

項 目 回答者数
１）明るい ５３
２）ふつう ２１９
３）暗い ７２
４）分からない ３２

項 目 回答者数
１）ある １４１
２）ふつう ２００
３）ない ２４
４）分からない １１

表１０

表１１

表１２
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２．１１．２ 項目１１‐２「２．１１．１の１）を選択した場合，中国の特に何に関心がひ

かれているのですか。」

中国に関心を持っていると回答した場合，以下の項目のうち，特に何に関心

が引かれているかを尋ねたものである。結果は以下の通りである（複数回答）。

２．１２ 項目１２「中国語を使って日本の文化などを紹介する練習を，授業に盛

り込むことをどう考えますか。」

中国語を勉強するとき，当然中国の文化を了解することは重要ではあるが，

一方，中国語を使って，日本の文化などを紹介することは極めて重要であると

思われるので，現在授業に盛り込むべく検討中であるので，履修者に尋ねたも

のである。結果は以下の通りである（複数回答不可）。

項 目 回答者延べ人数
１）経済 ７１
２）政治 ３６
３）外交 ３２
４）歴史 ６４
５）食べもの ８２
６）文学 １５
７）音楽 ２３
８）映画 ２７
９）カンフー ２２
１０）三国志 ３６
１１）若者文化 １４
１２）伝統文化 ３３
１３）その他＊ ５

項 目 回答者数
１）必要と思う ５５
２）有ってもよいと思う ２６０
３）なくてよい ３５
４）分からない ２６

表１３

＊「その他」では，「麻雀」・「交通事情」などの回答が
あった。

表１４
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２．１３ 項目１３「中国語は好きですか。」

中国語を学習して１年弱経過した履修者が中国語をどの程度好んでいるかを

尋ねるものである。結果は以下の通りである（複数回答不可）。

３．初 歩 的 分 析

以上の調査結果に基づき，以下のような分析を行った。

３．１ 中国語を勉強する目的について→項目１

「単位をとるため」を目的する延べ人数は２３９名に達し（表２の中の７）参

照），最も多い。この結果から，単位をとることが中国語履修者の相当に重要

なことであることが再確認される。もっとも他言語履修者の状況は不明である

ので，この点について比較することは目下のところは出来ない。ただ，注意す

べきは，男子学生が「単位をとるため」を目的とする延べ人数１５０名，男子総

数の６８％を占めるのに対し，女子学生は延べ人数８９名で，女子総数の５８％で

あるという相違があることである。

「就職に役立てるため」と答えた延べ人数は１１１名で（表２の中の１）参照），

やはり比較的多い。就職の際，中国語を履修したことが極めて重要な条件であ

るとは言えないが，有利になるという判断あるいは期待をもつ学生が少なくな

いことを示している。なぜ彼らがそのような判断をしたかというと，日中貿易

の現状がその１つの原因だろう。たとえば，２００４年度における日本企業の海

外進出状況はアジアが全世界の６割弱を占め，そのうち中国が１／４にまで上昇

し，２００４年度末における中国での現地法人は３，５５７社に達した（経済産業省

項 目 回答者数
１）好き １２１
２）ふつう ２２７
３）きらい １５
４）分からない １３

表１５
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２００６）。また，２００５年における日中貿易総額は，前年比１２．７％増の１，８９４億米

ドル（約２２兆円）となり，７年連続で過去最高を更新した（日本貿易振興機

構 ２００６）。松山大学が立地する愛媛県は，２００５年１２月末時点における県内

企業海外進出拠点は，２４の国と地域に及び，拠点数２４７で，そのうちアジア

が全体の８割を超え，国別では，中国が１２４拠点と全体の過半数を超えている

のである（いよぎん地域経済研究センター ２００６）。

文化面を重視している履修者がかなり多い（表２の中の２）・３）・４）参照）

ことも重要である。２）・３）・４）という３つの項目は文化を中心とするものであ

るが，各項目別回答者延べ人数は，「中国の歴史・文化などを理解するため」

が７９，「現代中国の文化・芸術などを理解するため」が３９，「異文化交流をする

ため」が８１で，合計１９９である。見やすいように，この３つの項目の回答者

延べ人数を以下のグラフ４で示す。

この３つの項目では，「歴史・文化」・「異文化交流」を重視する人は多いが，

「現代中国の文化・芸術など」を重視する人は少ないことが見て取ることが出

来る。この結果は，郭（１９９２）の指摘と一致している。

第四に，中国語圏への旅行・留学について，旅行を目的とする人はさほど多

くなく，留学を目的とする人は極めて少ないことが分かる。したがって，今後

グラフ４
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留学プログラム等に関しては，この点の更なる検討が必要であろう。

３．２ 本当に勉強したい外国語と現在実際に勉強している外国語について

→項目２

英語を勉強したいと回答した者は延べ２９１名に達し，また，順位１位で回答

した者も２４３名に達し（表３の中の１）参照），両方とも最も多い。

中国語を勉強したいと回答した者は延べ２４０名に達し（表２の中の４）参

照），相当に多いと言えるが，英語と比べると，順位１位で回答した者は延べ

８１人でかなり少ないが，２位で回答した者は延べ１３６名で，英語の３４名を大

幅に上回っている。しかし，中国語クラスで実施したアンケートであるので，

この結果は当然なものである。

上述の２点に関連して，実際に英語・日本語を勉強している者はそれぞれ延

べ３２２名と３３３名である（表４の中の１）・４）参照）。この数字は実際の履修者

数とはずれているが，記入ミスによるものである。

韓国語（ハングル・朝鮮語）を勉強したいと回答した者は延べ１０４名に達し

（表４の中の５）参照），かなり多いが，実際に韓国語（ハングル・朝鮮語）を

勉強している者は延べ０名である。これは，希望通りに韓国語を履修できなかっ

たことと，履修とは関係無しの学習（履修科目以外の学習は通常の学生の場合

物理的にもかなり不可能なことである。）もしていないことを意味している。

大学として開講クラス数を増やす対策を講ずる必要があろう。

ドイツ語・フランス語・スペイン語・ロシア語・イタリア語・アラビア語等

を勉強したいと回答した者は，それぞれ延べ４７・４７・２６・１３・２７・１６名であ

るが（表４の中の２）・３）・６）・７）・８）・９）参照），実際にドイツ語・イタリア

語を勉強している延べ人数はそれぞれ１名で，他の言語は０名である。以上の

各数値のうち，松山大学で設置・開講しているドイツ語・フランス語・スペイ

ン語は，回答者の入学直前における履修言語希望状況の数値とおそらくは一致

しないものと思われる。

松山大学中国語履修者の学習目的語に対する意識に関する調査 １０５



３．３ 獲得したい言語能力と最も難しいものについて→項目４・項目５

まず，前掲の表５を見ると，中国語学習を通して，会話能力を獲得したいと

回答した者は，延べ３２１名で，圧倒的多数でトップを占める。会話能力に関連

して，リスニング能力を獲得したいと回答した者が，延べ８０名いる。したがっ

て，会話・リスニングの２技能が重視されているということが分かる。文章作

成能力を獲得したいと回答した者は，延べ３３名で，最も少なかった。書き言

葉からかなり縁遠くなっていることを，やはり示しているものであろう。

前掲の表６に基づくと，最も難しいものが発音だと感じていると回答した者

は，延べ２３９名で最も多く，これに関連するであろうが，リスニングが最も難

しいものを感じていると回答した者は，延べ９３名である。発音とリスニング

が最も難しいと感じていることが分かる。

３．４ これからの数年間，中国語学習者が増加する可能性→項目６

松山大学では２００５年度より，新入生における中国語履修希望者数が減少す

る現象が見られているが，２００８年に北京で開催の予定である第２９回オリン

ピックおよび２０１０年に上海で開催予定である第１０回世界博覧会がきっかけと

なって，中国語を学ぶ人がもっと増えていくと思うと回答した者は，１８７名

で，総数の約５０％を占め，最も多く，そう思わないと回答した者は５１名で，

総数の約１４％でかなり少ないと言えよう。

３．５ 留学先として上海が最も人気がある→項目７

表８に基づくと，上海を留学先候補地として回答した者は，延べ２６５名で，

順位１位で上海と回答した者は，１６１名で，いずれも最も多い。それに続き，

香港・北京・シンガポール・西安・広州が続く。都市別回答者延べ人数はグラ

フ３のようである。
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ちなみに，この調査の結果が表している傾向は，外務省（２００５）の２００４年

度海外在留日本人のデータとほとんど一致している。２００４年１０月１日現在，

在留日本人の多い都市は，�ニューヨーク（６０，４５１人），次いで�ロサンゼル

ス（４６，５０７人），�上海（３４，１２２人，対前年比４５％増）となり，上海は３位

になっている。都市別在留日本人総数上位５０位の中，中国大陸および台湾に

おける都市は１０ヶ所が含まれ，各都市の在留日本人数は，�上海（３４，１２２人），

�香港（２５，５４１人），�台北（８，９３３人），�北京（７，５８９人），�蘇州（５，７７１

人），�天津（２，９０７人），�大連（２，８２３人），�広州（２，５９４人），	青島（２，４３０

人），
深�（２，３３９人）であり，上海・香港はそれぞれ１位・２位となってい

る。

３．６ 中国語圏での就職を希望する回答者の男女別の状況→項目８

表９に基づくと，中国語圏へ就職に行きたい人は５８名である。その内訳は，

男子・女子それぞれ２８名である。行きたい男子はアンケートに回答した全男

子の１３％で，女子はアンケートに回答した全女子の１９％であり，男子は女子

より６％下回っている。逆に，行きたくないと回答した者は１４１名で，内訳は，

グラフ５
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世 界 の 人々の コミ ュニ ケ ー シ ョ ン 
のため の 言語 と し て ， 日本 語な ど 
英 語 以 外の言 語が も っ と 使 われ 
るよ う に す べ き だ と 思 う 

分か ら な い 

男子９６名で，女子４５名である。行きたくない男子はアンケートに回答した全

男子の４３％，女子はアンケートに回答した全女子の２９％であり，男子は女子

より１４％上回っている。

３．７ 中国語が国際語となる可能性→項目９

中国語が国際語となる可能性を認める回答者は少ないと言ってよいであろ

う。表１０に基づくと，「可能性が高い」と回答した者は１４５名で，３９％を占め，

「可能性が低い」と回答した者は１２９名で，「可能性がない」と回答した者は

２３名で，以上２者を合計すると１５２名となり，総数の４０％を占める。英語の

国際語化についての調査結果（文化庁 ２０００）と比べると，この中国語につい

ての結果とかなり対応していることが分かる。

英語が国際的なコミュニケーションのための言葉になっていく傾向につい

て，英語が共通の言語として使われるのはよいことだと思う人は４３．４％で，

英語が使われるのはよいとは思わない人は１８．８％で，計６２．２％に達した。具

体的結果は次のグラフ６のとおり。

グラフ６（文化庁 平成１１年度「国語に関する世論調査」の結果に基づき作成）
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親し み を 感じ る 親し みを 感じ な い 

中国語が国際語となる可能性について，今回の回答は男女別の傾向の相違を

表している。「可能性が高い」と思う男子は７１名で，総数の３２％を占める。「可

能性が高い」と思う女子は７４名で，総数の４８％を占める。男子は女子より１６％

下回っている。逆に，「可能性が低い」と「可能性がない」と思う男子は１１３

名で，総数の５１％を占め，「可能性が低い」と「可能性がない」と思う女子は

３９名で，総数の２５％を占める。男子は女子より２６％上回っている。顕著な相

違を見て取ることができる。

３．８ 中国（中華人民共和国）に対する「明るい」あるいは「暗い」という印

象は，双方ともに少ない→項目１０

表１１に基づくと，中国に対する印象について，「ふつう」と思う人は２１９名

で，総数の５８％を占め，最も多い。「明るい」と思う人は５３名で，総数の１４．１％

を占める。「暗い」と思う人は７２名で，総数の１９．１％を占める。「明るい」と

「暗い」はいずれも少ないが，「暗い」が「明るい」を若干上回っている。

２０数年来，日本人の中国に対する印象はかなり変化してきているが，今回

の調査は，前のグラフ７が依拠した内閣府（２００５）による外交に関する世論調

グラフ７（内閣府（２００５）「外交に関する世論調査」に基づき作成）
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査結果ともずれが生じている。親しみを感じると回答した者は３２．４％で，我々

の調査より１８．３％上回っており，親しみを感じないと回答した者は６３．４％で，

我々の調査より４４．３％上回っている。

３．９ 中国に関心を持っている人は持っていない人よりも多い→項目１１

表１２に基づくと，中国に関心を持っていると回答した者は１４１人で，関心

を持っていないと回答した者は２４人であり，前者が後者を大幅に上回ってい

る。しかし，「ふつう」と回答した者が最も多い。中国問題に積極的にはコミッ

トしない者が圧倒的多者である。

中国に関心を持っている人が中国の特に何に関心がひかれているかに対して

の回答は，「食べもの」・「経済」・「歴史」はそれぞれ１位・２位・３位となっ

ている。項目によっては，男女の差が顕著なものが見られる。たとえば，「食

べもの」という項目では，男子は延べ３８名で，総数の１７．１％であるが，女子

は延べ４４名で，総数の２８．６％を占めており，男子は女子より１１．５％下回って

いる。

３．１０ 中国語で日本の文化などを紹介する練習を授業に盛り込むことは，かな

りの支持がある→項目１２

表１４に基づくと，中国語で日本の文化などを紹介する練習を授業に盛り込

むことが必要と回答した者は５５名で，有ってもよいと回答した者は２６０名で，

計３１５名であり，総数の８３．７％を占めている。なくてよいと回答した者は３５

人で，総数の９．３％である。両者の差はグラフ８の通りである。

１１０ 言語文化研究 第２５巻 第２号



315

35

0

50

100

150

200

250

300

350

有ってもよい, 83.7％ なくてよい, 9.3％

３．１１ 中国語が好きかどうかという点についての男女別の相異→項目１３

中国語が好きかどうかということについて，「好き」と回答した男子学生は

５２名で，総数の２３．４％で，女子は６９名で，総数の４４．８％を占める。男子は

女子より２１．４％下回っている。「ふつう」と回答した男子は１４８名で，総数の

６６．７％を占め，女子は７９名で，総数の５１．２％を占める。男子は女子より１５．５％

上回っている。さらに，「きらい」と回答した者は，男子１４名で，女子１名で

あった。

４．検 討

中国語クラスに限って行った今回のアンケート調査結果を検討して，以下の

ようないくつかのことが考えられるであろう。

まず，あるアンケート項目が適切であったかどうかという問題で，たとえば，

「現在実際に勉強している外国語は何ですか」という項目である。対象者の履

修形態が学部・学科もしくは年次（カリキュラム改定の前後いずれに属する学

生であるか）などの多様性が存在するならば，また，実際に該当する者が存在

する可能性は極めて低いものの，独学で学習するケースもありうるので，この

グラフ８
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項目はやはり意味があるのであるが，今回のこの項目の問いの表現に多義性が

含まれている問題は否定できない。すなわち，履修はしていても勉強（を少し

も）していないことも考えなければならないであろう。

次に，このような調査を分析し，今後にその結果を活かそうという場合，比

較・対照できる時間軸上・時間上もしくは位層上における他のデータが不可欠

であるが，今回はその用意がなく，したがって，各項目の数値のもつ意味に関

しては明確な指摘をなし得ないことが極めて多い。

また，本格的考察を行う場合に不可欠な関連する先行研究についても今回は

全くフォローできていない。今回のアンケートに直接関係する研究は，現状で

はほとんど見られず，たとえば日本の中国語教育学会においてもまったく見ら

れないが，他の言語に関する関連する業績はかなり存在するものと思われる。

この点は今後漸次解決してゆくつもりである。

（本稿は，２００５年に交付を受けた松山大学教育研究助成による研究結果の一部であ

る）
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